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⑴
農
地
利
用
最
適
化
に
関
す
る
連
携
支
援

に
つ
い
て

ア　

農
業
委
員
会
は
、
遊
休
農
地
の
発

生
防
止
及
び
解
消
の
た
め
、
区
・
農

会
・
営
農
組
合
等
の
協
力
を
得
て
、

担
い
手
へ
の
利
用
集
積
な
ど
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
市
は
、
県
・

国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助
制

度
の
活
用
な
ど
連
携
支
援
を
よ
り
一

層
強
化
さ
れ
た
い
。

イ　

市
内
全
域
で
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
は
、
プ
ラ

ン
の
実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農

業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会
と
の

連
携
を
深
め
る
よ
う
指
導
を
一
層
強

化
さ
れ
た
い
。

　
　

な
お
、
農
地
中
間
管
理
機
構
の
補
助

制
度
が
地
域
の
実
情
に
沿
っ
た
も
の

と
な
る
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

⑵
発
生
防
止
及
び
解
消
に
向
け
た
具
体
的

な
支
援
に
つ
い
て

　

遊
休
農
地
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
転
作

作
物
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
活
用
提
案
を
行

う
な
ど
幅
広
い
支
援
を
進
め
ら
れ
た
い
。

ア　

近
年
、
遊
休
農
地
予
備
軍
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
市
は
、
区
・
農
会
が
地

域
で
守
る
べ
き
農
地
を
決
め
、
そ
れ

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
豊
岡
市
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
幅
広
い
指

導
を
さ
れ
た
い
。

イ　

市
・
県
が
一
体
と
な
っ
て
、
大
型
機

械
を
使
用
す
る
た
め
、
地
域
で
水
田

の
大
型
化
や
農
道
拡
幅
、
水
路
改
修

等
の
基
盤
整
備
を
行
う
よ
う
、
よ
り

一
層
の
指
導
を
さ
れ
た
い
。

ウ　

中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者
が
地
域

の
担
い
手
と
な
り
農
地
を
守
っ
て
い

ま
す
。
市
は
、
個
人
で
対
応
で
き
な

い
遊
休
農
地
に
つ
い
て
、
地
区
組
織

で
取
り
組
め
る
よ
う
指
導
と
支
援
の

充
実
を
さ
れ
た
い
。

⑴
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

農
業
ス
ク
ー
ル
で
は
、
こ
れ
ま
で

17
名
が
卒
業
し
、
う
ち
16
名
が
就
農

し
て
お
り
、
市
の
農
業
の
担
い
手
育

成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
市
は
、
同
制
度
を
今
後
も
継
続

す
る
と
と
も
に
、
女
性
活
躍
社
会
の

実
現
や
人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据

え
、
シ
ニ
ア
世
代
を
含
め
る
な
ど
引

き
続
き
募
集
要
件
の
見
直
し
を
さ
れ

た
い
。

イ　

ス
ク
ー
ル
卒
業
生
の
自
立
を
促
進
す

る
た
め
、
初
期
投
資
に
係
る
支
援
制

度
の
拡
充
と
事
業
が
軌
道
に
乗
る
ま

で
の
さ
ら
な
る
技
術
指
導
を
検
討
さ

れ
た
い
。

⑵
集
落
営
農
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

ア　

集
落
営
農
の
構
成
員
は
年
々
高
齢

化
し
て
お
り
、
後
継
者
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
県
・

国
・
農
地
中
間
管
理
機
構
・
Ｊ
Ａ
と

一
体
と
な
っ
て
、
集
落
営
農
が
持
続

す
る
よ
う
、
長
期
に
わ
た
る
育
成
・

支
援
制
度
を
確
立
さ
れ
た
い
。

イ　

既
存
の
集
落
営
農
組
織
で
は
、
米

価
の
下
落
や
構
成
員
の
高
齢
化
を
背

景
に
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
の
で
、

省
力
化
に
寄
与
す
る
機
械
・
技
術
の

導
入
や
既
存
機
械
更
新
時
の
支
援
制

度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い

て

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
重
点
的
に
推
進

す
る
よ
う
法
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、

区
・
農
会
等
に
よ
る
話
し
合
い
に
基
づ
く

プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
推
進
す
る
た
め
、
市

は
、
農
業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
・
区
・
農
会
と

の
連
携
を
深
め
る
施
策
に
取
り
組
ま
れ
た

い
。

⑵
豊
岡
市
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度

の
推
進
に
つ
い
て

ア　

共
同
活
動
に
つ
い
て

　
　

交
付
金
申
請
事
務
の
簡
素
化
に
つ
い

　
令
和
３
年
度
の
予
算
編
成
に
先
立
ち
、
10
月
８
日
、
大
原
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
代
表
委
員
５
名
で
市
長
室
を
訪
れ
、
意
見
書
の
趣
旨

を
説
明
し
、
市
の
農
業
の
実
態
に
応
じ
た
農
業
施
策
を
積
極
的
に
推

進
い
た
だ
く
よ
う
、
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

１ 

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
及
び

解
消

２ 

担
い
手
農
家
や
集
落
営
農
の

育
成
と
支
援

３ 

地
域
を
支
え
る
農
政

豊
岡
市
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

市長と大原会長他代表委員
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て
、
県
・
国
に
引
き
続
き
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
地
域
で
効
率
的
に
活
用
さ
れ

て
い
る
好
事
例
を
収
集
の
う
え
、
全

市
的
に
周
知
す
る
な
ど
し
て
一
層
の

推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

イ　

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
の
推
進
に
つ

い
て

　
　

農
業
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

施
設
の
長
寿
命
化
活
動
に
つ
い
て
積

極
的
な
指
導
・
支
援
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
制
度
改
正
に
よ
り
希
望
す

る
事
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
県
・

国
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

⑶
中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
村
を
活
性
化

す
る
支
援
に
つ
い
て

ア　

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援

　
　

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
が
い

な
い
中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
今
後
、

地
域
に
お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
農
業
者
と

し
て
、
「
定
年
帰
農
者
」
や
農
業
と

他
の
仕
事
“
Ｘ
”
を
組
み
合
わ
せ
た

「
半
農
半
Ｘ
」
な
ど
多
様
な
形
態
で

新
規
就
農
を
促
す
支
援
を
検
討
さ
れ

た
い
。

イ　

農
業
者
以
外
と
共
同
し
て
進
め
る
施

策

　
　

農
産
物
を
生
産
、
加
工
す
る
企
業
を

募
集
す
る
な
ど
、
農
業
者
と
と
も
に

地
元
の
農
業
を
活
性
化
す
る
施
策
を

検
討
さ
れ
た
い
。

⑴
被
害
防
止
の
対
策
に
つ
い
て

ア　

サ
ル
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
み

な
ら
ず
、
家
屋
な
ど
の
損
傷
が
非
常

に
深
刻
で
す
。
既
存
の
サ
ル
被
害
対

策
補
助
制
度
に
加
え
、
さ
ら
な
る
充

実
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

ま
た
、
サ
ル
の
捕
獲
に
係
る
保
護
政

策
を
見
直
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き

か
け
ら
れ
た
い
。

イ　

電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
等
の

防
護
柵
は
、
鹿
・
猪
の
被
害
対
策
と

し
て
非
常
に
有
効
だ
と
評
価
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
特
に
堅
固

な
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
の
材
料
費
や

そ
の
設
置
費
用
が
高
額
に
な
る
た
め
、

補
助
を
半
額
以
上
に
す
る
な
ど
し
て
、

設
置
に
対
す
る
支
援
を
よ
り
一
層
充

実
さ
れ
た
い
。

ウ　

バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
を
整
備
す
る
補

助
事
業
に
つ
い
て
、
採
択
件
数
を
増

や
す
よ
う
、
県
・
国
に
働
き
か
け
ら

れ
た
い
。

⑵
個
体
数
減
少
の
対
策
に
つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
猪
・
鹿
の
大
型

獣
に
加
え
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ

マ
・
タ
ヌ
キ
等
の
中
型
獣
に
よ
る
も
の
も

深
刻
で
す
。
被
害
を
軽
減
す
る
に
は
、
個

体
数
を
減
少
さ
せ
る
事
が
最
大
の
有
効
施

策
と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
狩
猟
者
の
増
加
を
図
る
た
め

の
支
援
と
と
も
に
、
狩
猟
条
件
の
緩
和
な

ど
に
つ
い
て
県
・
国
に
働
き
か
け
ら
れ
た

い
。

⑴
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
な
ど
の
認
証
に
か
か
る
手

続
き
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
広
報
を
強

化
し
、
農
業
者
に
よ
る
認
証
取
得
を
す
す

め
、
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化
を
図
り
、

安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
を

推
進
さ
れ
た
い
。

⑵
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
い
て

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
お
米
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
舞
ブ
ラ
ン
ド
の
農
産
物
を
中
心

と
し
た
安
全
・
安
心
な
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド

農
産
物
の
普
及
を
さ
ら
に
す
す
め
つ
つ
、

「
（
仮
称
）
地
産
地
消
推
奨
店
」
の
プ

レ
ー
ト
を
作
成
し
、
豊
岡
産
農
産
物
を
扱

う
店
舗
、
食
材
と
し
て
利
用
す
る
飲
食
店

や
宿
な
ど
に
掲
示
し
て
も
ら
う
取
り
組
み

を
進
め
る
な
ど
、
豊
岡
産
農
産
物
の
消
費

推
進
を
図
る
た
め
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

⑶
食
農
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代

が
農
業
に
興
味
・
関
心
を
持
つ
た
め
に
、

農
業
団
体
や
食
品
関
連
企
業
と
も
連
携
し
、

地
域
・
学
校
・
園
に
お
い
て
、
そ
の
地
域

の
伝
統
野
菜
や
行
事
食
な
ど
に
つ
い
て
学

ぶ
食
農
教
育
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
た
い
。

⑴
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

現
状
、
農
業
者
の
多
く
が
「
ス
マ
ー
ト

農
業
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
を
推
進
す
る
た
め
、

関
係
組
織
や
メ
ー
カ
ー
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
と
い
う
言
葉
・

狙
い
・
活
用
事
例
・
費
用
対
効
果
等
の
内

容
、
相
談
窓
口
、
補
助
金
の
有
無
等
、
情

報
を
収
集
し
広
報
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

加
え
て
、
市
が
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
に

取
り
組
ん
だ
３
年
間
の
実
施
例
に
つ
い
て

も
、
農
業
者
の
参
考
事
例
と
な
る
よ
う
成

果
を
検
証
の
う
え
、
広
報
に
努
め
ら
れ
た

い
。

⑵
「
農
福
連
携
」
運
用
の
仕
組
み
作
り
に

つ
い
て

　

農
福
連
携
は
、
障
害
を
持
つ
方
々
が
農

作
業
を
通
じ
て
自
信
や
生
き
が
い
を
持
っ

て
社
会
へ
参
加
し
や
す
く
な
り
、
他
方
、

農
業
分
野
で
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
や

働
き
手
不
足
の
解
消
と
な
り
、
双
方
の
持

つ
課
題
が
解
決
で
き
る
有
効
な
取
り
組
み

と
考
え
ま
す
。

　

市
は
、
小
さ
な
世
界
都
市
・
豊
岡
の

『
豊
岡
グ
ッ
ド
ロ
ー
カ
ル
農
業
』
を
意
識

し
た
、
福
祉
と
農
業
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
運
用
し
易
い
、
多
様
な
人
材
を

活
か
し
た
独
自
の
仕
組
み
作
り
を
行
い
、

普
及
に
努
め
ら
れ
た
い
。

４ 

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
対
策
の

強
化

５ 

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

及
び
地
産
地
消
と
食
農
教
育

６　
そ
の
他



　

竹
野
地
域
は
、
床
瀬
谷
・
三

原
谷
を
擁
す
る
竹
野
南
地
区
、

漁
業
・
観
光
と
の
両
立
を
図
る

竹
野
地
区
、
両
地
区
に
挟
ま
れ

た
中
竹
野
地
区
の
３
地
区
で
形

成
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か
ら
竹

野
川
と
三
椒
川
を
原
水
に
稲
作

を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

当
竹
野
地
域
に
お
い
て
も
、

遊
休
農
地
の
増
加
、
就
農
者
の

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な
ど
他

地
域
同
様
取
り
巻
く
農
業
環
境

は
厳
し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
現
状
を
打

開
す
る
た
め
、
竹

野
地
域
に
お
い
て

は
、
竹
野
南
地
区

で
平
成
30
年
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
「
わ
い
わ
い
み
な
み
」
と

連
携
し
、
「
竹
野
南
営
農
組

合
」
を
設
立
し
て
遊
休
農
地
の

増
加
防
止
を
図
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
に
よ
る
新
規
就
農

等
に
よ
り
竹
野
南
地
区
水
稲
作

付
面
積
約
60
㌶
の
う
ち
２
㌶
程

度
の
稲
作
の
受
託
を
実
現
し
て

お
り
ま
す
。

　

中
竹
野
地
区
で
は
、
認
定
農

業
者
と
地
権
者
と
の
仲
介
役
と

し
て
の
活
動
活
発
化
に
よ
り
、

林
・
轟
地
区
等
を
筆
頭
に
稲
作

及
び
野
菜
栽
培
で
遊
休
農
地
の

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
野
地
区
で
は
、
後

継
者
育
成
（
農
業
法
人
・
集
落

営
農
組
織
の
設
立
）
を
睨
ん
だ
、

大
規
模
農
業
実
現
の
た
め
の
圃

場
整
備
取
組
に
関
し
、
有
志
の

皆
さ
ん
へ
の
「
圃
場
整
備
を
考

え
る
会
」
の
設
立
助
言
や
水
利

組
合
内
組
織
と
し
て
の
「
圃
場

整
備
委
員
会
」
へ
の
格
上
げ
等

の
助
言
・
連
携
を
強
化
し
て
農

業
を
将
来
に
引
き
継
ぐ
活
動
を

就
農
者
と
と
も
に
取
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
メ
ン

バ
ー
は
、
竹
野
地
域
を
パ
ト

ロ
ー
ル
し
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

か
ら
現
状
を
聴
収
し
て
厳
し
い

農
業
環
境
を
一
層
認
識
し
ま
し

た
。

　

前
述
の
竹
野
各
地
区
の
活
動

を
継
承
す
る
と
と
も
に
発
展
さ

せ
、
地
権
者
・
耕
作
者
そ
し
て

就
農
希
望
者
等
に
農
業
の
大
切

さ
を
訴
え
て
農
地
と
農
業
を
就

農
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
推
進
委
員　

山
根 

秀
次
）

　

新
田
地
区
は
、
六
方
た
ん
ぼ

の
ま
わ
り
に
８
つ
の
地
区
が
あ

り
ま
す
。
百
合
地
営
農
組
合
、

河
谷
営
農
組
合
、
中
谷
農
事
組

合
法
人
と
３
つ
の
法
人
が
設
立

さ
れ
、
主
に
水
稲
の
作
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
転
作
作
物

と
し
て
麦
と
大
豆
が
作
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

一
年
中
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来

す
る
姿
が
見
ら

れ
、
春
に
は
ケ

リ
な
ど
野
鳥
が

子
育
て
し
、
冬

は
冬
期
湛
水
に
よ
り
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

六
方
た
ん
ぼ
の
耕
地
利
用
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
す
が
、
集

落
の
ま
わ
り
の
畑
に
は
、
遊
休

農
地
が
年
々
増
え
つ
つ
あ
り
ま

す
。
水
稲
栽
培
に
比
べ
畑
で
の

野
菜
の
栽
培
に
は
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
む
中
、
遊

休
化
し
て
い
く
農
地
を
い
か
に

有
効
利
用
し
て
い
く
か
、
後
継

者
不
足
を
ど
う
す
る
か
な
ど
が

課
題
か
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
に
な
り
、
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
遊
休

農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
推
進
委
員　

松
岡 

正
人
）

頑張ってます！農地利用最適化推進活動　No. ８

瀧下農業委員
竹野地域

井垣推進委員
竹野南地区

山根推進委員
中竹野・竹野地区

栗原農業委員
豊岡地域

平峰農業委員
豊岡地域

松岡推進委員
新田地区

農地パトロールの様子

飛来したコウノトリ

伝統農産物・特産農産物の紹介

　とよおか農業委員会だより　2020. 12. 10　④



⑤　とよおか農業委員会だより　2020. 12. 10

伝統農産物・特産農産物の紹介
昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産農産物等を皆さんに知ってもらい地域農業の振興
に役立ててもらうためこの特集を行っています。今回は“有機栽培で作るニンジン”です。

Part7

　

ニ
ン
ジ
ン
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
、

カ
ロ
テ
ン
が
豊
富
で
、
カ
ロ
テ

ン
の
呼
称
が
ニ
ン
ジ
ン
の
英
語

名
で
あ
る
「
キ
ャ
ロ
ッ
ト
」
に

由
来
す
る
よ
う
に
、
ニ
ン
ジ
ン

の
カ
ロ
テ
ン
量
は
ず
ば
抜
け
て

多
く
、
中
く
ら
い
の
ニ
ン
ジ
ン

の
半
分
で
、
１
日
の
必
要
量
が

取
れ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
ビ

タ
ミ
ン
B
・
C
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

鉄
も
多
く
、
栄
養
的
価
値
が
と

て
も
高
い
野
菜
で
す
。

　

水
稲
が
盛
ん
な
但
馬
地
域
で

は
、
冬
の
ニ
ン
ジ
ン
栽
培
は
農

閑
期
に
あ
た
る
為
、
と
て
も
向

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
但
馬
地

域
は
雪
も
降
る
た
め
雪
の
下
に

な
れ
ば
、
と
て
も
甘
い
ニ
ン
ジ

ン
が
で
き
ま
す
。

　

今
、
若
い
メ
ン
バ
ー
（
中
嶋

敏
博
さ
ん
・
立
脇
収
平
さ
ん
・

中
井
勇
一
さ
ん
・
黒
葛
真
吾

さ
ん
（
坪
口
農
事
未
来
研
究

所
）
）
が
集
ま
り
、
有
機
農
法

に
よ
る

『
ニ
ン
ジ

ン
』
栽
培

に
取
り
組

ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

口
に
入
る
物
だ
か
ら
こ
そ
農

薬
に
頼
ら
ず
、
安
全
に
栽
培
し

た
い
と
い
う
強
い
思
い
を
持
っ

て
日
々
、
有
機
農
法
に
励
ん
で

お
ら
れ
ま
す
。

　

収
量
・
品
質
等
、
有
機
な
ら

で
は
の
課
題
も
多
い
よ
う
で
す

が
、
情
報
を
共
有
し
、
土
づ
く

り
に
こ
だ
わ
り
、
栽
培
技
術
の

確
立
や
品
質
・
作
業
効
率
を
向

上
さ
せ
、
今
後
は
メ
ン
バ
ー
を

増
や
し
生
産
面
積
を
拡
大
さ
せ

た
い
と
の
事
で
し
た
。

　

ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
６

次
産
業
化
や
販
路
開
拓
も
積
極

的
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
取
材
を
通
し
て
、
有
機
栽
培

へ
の
意
識
の
高
さ
を
感
じ
、
自

然
と
生
き
物
に
優
し
い
„
コ
ウ

ノ
ト
リ
育
む
農
法
＂
が
広
が
っ

た
豊
岡
だ
か
ら
こ
そ
、
と
て
も

有
機
栽
培
の
農
法
が
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

が
、
も
っ
と
も
っ
と
広
が
り
、

「
豊
岡
の
特
産
農
産
物
」
に
な

り
ま
す
よ
う
に
。

（
農
業
委
員　

平
峰 

英
子
）

　

冬
の
厳
し
い
豊
岡

で
新
規
就
農
者
の
収

入
安
定
を
目
指
す
た

め
、
秋
冬
ど
り
白
ネ

ギ
の
栽
培
に
取
り
組

み
始
め
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
平
成
30
年

に
豊
岡
の
若
手
農
家

５
名
（
う
ち
３
名
は

豊
岡
農
業
ス
ク
ー
ル

卒
業
生
）
で
「
ネ
ギ

人じ
ん

生
産
組
合
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。
白
ネ
ギ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
、

栽
培
技
術
を
検
討
し
、
太
く
、
甘
く
、
柔
ら
か
い
白

ネ
ギ
を
「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
と
命
名

し
、
商
標
登
録
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
白
ネ
ギ
を
た
だ
作
る
だ
け
で
な
く
、
組

合
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
、
行
政
の
３
者
を
加

え
、
白
ネ
ギ
が
地
域
の
主
力
作
物
と
な
る
よ
う
「
Ｔ

Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ
」
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
検
討
会
議
を
月
１
回
行
い
、
よ

り
良
い
メ
ソ
ッ
ド
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
約
１
．
５
㌶
の
栽
培
面
積
で
生
産
を
行

い
、
11
月
に
出
荷
し
ま
し
た
。
今
後
は
生
産
量
を
拡

大
し
、
白
ネ
ギ
の
指
定
産
地
の
指
定
を
目
標
に
栽
培

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

太
く
、
甘
く
、
柔
ら
か
い
「
Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ

マ
ッ
チ
ョ
」
を
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

（
農
業
委
員　

森
田 

強
）

有
機
栽
培
で
作
る

ニ
ン
ジ
ン

きばっとんなる人らぁ○43 このコーナーでは、
地域で頑張るみなさんを紹介します。

メ
ン
バ
ー
紹
介
　
前
か
ら

鎌
田
頼
一
さ
ん
　
小
川
恭
弘
さ
ん

能
勢
明
宏
さ
ん
　
田
中
一
成
さ
ん

三
上
裕
也
さ
ん
　
　

Ｔ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ネ
ギ
マ
ッ
チ
ョ

（
但
馬
新
ブ
ラ
ン
ド
白
ネ
ギ
）

ネ
ギ
人じ

ん
生
産
組
合



 (注)運用の結果得られる年金原資が積み立てた保険料を下回らないという保証はありませんが、安全性を重視した運用方法や、65歳の年金裁定
　　 時に運用収入の累計額ができるだけマイナスにならないようにする準備金の仕組み等を導入しています。 

農
業
者
の
皆
様
へ

農業者年金
加入
農業者年金に
加入しましょう！
農業者年金に
加入しましょう！

農
業者

年金ラジオCM

MBSラジオにて11月放送

農業者の方なら幅広く加入できます！

に少子高齢時代に強い年金です。少子高齢時代に強い年金です。

　60歳未満の国民年金第1号被保険者で年間60日以
上農業に従事している方なら誰でも加入できます。
　農地を持たない配偶者や後継者などの家族従事者も
加入できます。

　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる「積立方式(確定拠出型)」の年金です。 
　加入者・受給者の数に左右されにくい安定した年金制度で、運用利回りの状況などで保険料が引き上げられるこ
ともありません。

　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料の額を自由に決められ(月額2万円～6万7千円の間で千円単位
で自由に選択)、経営の状況や老後の生活設計に応じていつでも見直すことができます。 

　農業者老齢年金は、65歳から受給開始で生涯受け取ることができます。希望すれば60歳まで繰り上げ受給も選 
択することができます。 
　仮に加入者・受給者が80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金 
の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。
①支払った保険料は全額(1人当たり年額12万円～80万4千円)が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の

節税につながります。
②保険料を農業者年金基金が運用して得られる運用益は非課税です。 
③将来受け取る農業者年金 (農業者老齢年金及び特例付加年金) は公的年金等控除の対象となり、65歳以上の方

の場合は公的年金等の合計額が120万円までは全額非課税となります。 

　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配
偶者・後継者で一定の要件を満たした方には、保険料の国庫補助(月額最
高1万円、通算で最大 216万円)があります。

 (注)農業者年金に加入する方は、国民年金付加保険料(月額400円)への加入も
　　必要です。
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T4

保険料の額は自由に決められます。保険料の額は自由に決められます。

終身年金で80歳までの保証付きです。終身年金で80歳までの保証付きです。

認定農業者など一定の要件を満たす方
保険料
認定農業者など一定の要件を満たす方には、
保険料の国庫補助があります。
認定農業者など一定の要件を満たす方には、
保険料の国庫補助があります。

　とよおか農業委員会だより　2020. 12. 10　⑥



 (注)運用の結果得られる年金原資が積み立てた保険料を下回らないという保証はありませんが、安全性を重視した運用方法や、65歳の年金裁定
　　 時に運用収入の累計額ができるだけマイナスにならないようにする準備金の仕組み等を導入しています。 

農
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　60歳未満の国民年金第1号被保険者で年間60日以
上農業に従事している方なら誰でも加入できます。
　農地を持たない配偶者や後継者などの家族従事者も
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　自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決まる「積立方式(確定拠出型)」の年金です。 
　加入者・受給者の数に左右されにくい安定した年金制度で、運用利回りの状況などで保険料が引き上げられるこ
ともありません。

　自分が必要とする年金額の目標に向けて、保険料の額を自由に決められ(月額2万円～6万7千円の間で千円単位
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　農業者老齢年金は、65歳から受給開始で生涯受け取ることができます。希望すれば60歳まで繰り上げ受給も選 
択することができます。 
　仮に加入者・受給者が80歳前に亡くなられた場合でも、80歳までに受け取れるはずであった農業者老齢年金 
の現在価値に相当する額が、死亡一時金として遺族に支給されます。
①支払った保険料は全額(1人当たり年額12万円～80万4千円)が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税の

節税につながります。
②保険料を農業者年金基金が運用して得られる運用益は非課税です。 
③将来受け取る農業者年金 (農業者老齢年金及び特例付加年金) は公的年金等控除の対象となり、65歳以上の方

の場合は公的年金等の合計額が120万円までは全額非課税となります。 

　認定農業者で青色申告をしている方やその方と家族経営協定を結んだ配
偶者・後継者で一定の要件を満たした方には、保険料の国庫補助(月額最
高1万円、通算で最大 216万円)があります。

 (注)農業者年金に加入する方は、国民年金付加保険料(月額400円)への加入も
　　必要です。
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保険料の額は自由に決められます。保険料の額は自由に決められます。

終身年金で80歳までの保証付きです。終身年金で80歳までの保証付きです。

認定農業者など一定の要件を満たす方
保険料
認定農業者など一定の要件を満たす方には、
保険料の国庫補助があります。
認定農業者など一定の要件を満たす方には、
保険料の国庫補助があります。

⑦　とよおか農業委員会だより　2020. 12. 10

農地の売買、転用には
農業委員会や県の許可が必要です。

（１）農地の売買等（農地法第3条）
①農地の売買・賃貸借等による権利移動には、

農地法第3条の規定による農業委員会の許可が
必要です。

②買い手、借り手について、農地を効率的に利
用するかを審査するため、要件があります。
（全部効率利用、農作業常時従事、下限面積
40アール等）

（４）手続き
①申請受付は、毎月

１日から５日です。
（最終日の５日が
休業日の場合は翌
営業日）

②許可通知は、農地
法第３条は申請後約１か月後、第４条・第５条は
申請後約２か月後となります。（農地改良届の受
理通知は提出後約１か月後）

③各申請、届出は事前に農業委員会事務局にご相
談されることをお勧めします。

④これらの申請、相談は行政書士に依頼することも
できます。

（５）ご注意頂きたいこと
　農地法の適用対象となる「農地」とは、耕作の目
的に供される土地と定義されています。（農地法第２
条第１項）
　土地登記簿上の地目が宅地、山林等、農地以外の
ものであっても、土地の現況が農地として利用され
ている場合は、許可を受ける必要があります。

（３）農地改良届
　田を嵩上げして畑にするなど、農地の形状変更を
伴う農地改良を行う場合は、農地改良届出書を提出
する必要があります。

（２）農地転用（農地法第４条・第5条）
①農地に住宅や倉庫を建てるなど農地以外に転用

する場合（農地法第4条）、農地を買ったり、借り
たりして転用する場合（農地法第5条）には、農業
委員会を経由して兵庫県知事の許可が必要です。

②場所によっては、転用できない場合があります。
③違反転用には罰則があります。

転用許可を受けられた方へ
　転用許可を受けられた方は、農地転用事業進捗
（完了）報告書の提出が必要です。
　工事が３か月を超える場合は、許可日から３か月
後に工事の進捗状況報告書を、また工事が完了し
た時は、完了報告書を農業委員会へ提出してくださ
い。
　あわせて、法務局にて地目変更登記をされること
をお勧めします。

農業者年金受給者の方へ
①経営移譲年金を受給されている方で、農地の賃借

の相手方の変更や農地の転用などの予定があると
きは、必ず事前に農業委員会に相談してください。

※農業者年金が減額になる場合があります。
②中間管理機構に貸し付け、中間管理機構との契

約で特定作業受委託者となった場合、使用収益
権が発生するため、農業者年金の受給権が停止
となりますのでご注意ください。

月 申請受付日
１月 ４日㈪、 ５日㈫

２月 １日㈪、 ２日㈫、 ３日㈬、
４日㈭、 ５日㈮

３月 １日㈪、 ２日㈫、 ３日㈬、
４日㈭、 ５日㈮
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全国農業新聞を購読してみませんか！
 ＊お申し込みは

農業委員会事務局または、
地元の農業委員・推進委員

まで週刊（毎週金曜日発行）　月 700円
（送料、消費税込）

農業の最新情報を提供

　
本
年
4
月
に
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
共
に

新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今

回
の
と
よ
お
か
農
委
だ
よ
り
第
47
号
発
行
に
向
け
、
7
人
の
農
業

委
員
が
事
務
局
の
指
導
を
得
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
委

員
の
中
に
は
、
編
集
委
員
会
に
初
め
て
携
わ
っ
た
方
、
何
回
か
経

験
さ
れ
て
き
た
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
誰
が
ど
の
よ
う
な

記
事
を
担
当
す
る
の
か
協
議
し
な
が
ら
、
ま
た
皆
様
に
と
り
ま
し

て
「
読
み
易
く
、
読
み
が
い
の
あ
る
記
事
」
、
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
・
知
識
を
生
か
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く

保
ち
な
が
ら
取
り
組
む
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
会
報
発
行
に
際
し
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
方
々
、
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
農
業
委
員
は
、
毎
月
定
例
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
農
業
委
員
会
総

会
で
、
農
地
法
に
基
づ
く
農
地
に
関
す
る
事
務
を
行
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
か
ら
相
談
を
受
け
た
時
に
、
相

談
者
と
共
々
に
事
務
局
へ
足
を
運
び
、
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る
と

い
っ
た
こ
と
も
大
き
な
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。
中
に
は
、
結
果
を

導
き
だ
す
事
が
非
常
に
困
難
な
事
も
あ
り
ま
し
た
し
、
相
談
し
て

良
か
っ
た
と
喜
ん
で
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
ふ
れ
た

言
葉
で
は
あ
り
ま
す
が
、
「
相
手
の
立
場
に
立
ち
物
事
を
考
え
て

い
く
」
こ
と
が
重
要
な
事
だ
と
、
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
編
集
委
員
長
　
石
橋 

重
利
）

農業委員会だより第47号は私たちが担当しました。
後列左から　宮岡委員、森田委員、栗原委員、瀧下委員
前列左から　平峰委員、石橋委員、平野委員

神鍋高原のリンゴ園表紙について

　神鍋高原のリンゴ栽培は現在２軒で行われてい
ます。そのうちの１軒の方にお話を伺いました。
　リンゴ栽培を始めて約40年、栽培が始まった昭
和55年ごろは、神鍋高原に来られる観光客は冬の
スキー、夏のキャンプなどの合宿に限られていま
した。
　その時期を過ぎるとめっきり観光客が少なくな
るので、年間を通して神鍋高原を訪れていただく
ために観光の目玉が何かないかと考え、リンゴ栽
培及び観光農園をされたとのことです。
　現在では、８月下旬から12月頃までの期間収穫
ができる神鍋高原の気候に合う品種を栽培されて
います。
　８月下旬から“つがる”、９月下旬から“ひめか
み”、10月初旬から“神鍋スイート”、11月初旬か
ら“ふじ”等、代表的なリンゴ収穫をされております。
　今後少しでも多くの人々に知っていただき、お
いしいリンゴを作っていきたいとのことでした。
　神鍋高原に来られた際は、おいしいリンゴを食
べにいかれてはいかがでしょうか。

（農業委員　宮岡 正則）


